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開議 午前９時30分 

 

○議長（管野英美子君） 

  皆様、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は12名であります。

定足数に達しておりますので、これより本

日の会議を開きます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  皆さん、おはようございます。 

  議長よりお許しをいただきましたので、

前回、私のほうから申し上げました議案に

係る提案説明について修正をさせていただ

きます。 

  ３月10日の本会議におきまして、第９号

議案、令和４年度豊能町国民健康保険特別

会計診療所施設勘定補正予算（第２回）の

件の提案説明の際に、私のほうから、令和

４年度豊能町国民健康保険特別会計診療所

施設勘定補正予算（第４回）と申し上げま

したが、これは誤りで、補正予算（第２回）

が正しい説明でございました。今後このよ

うなことのないよう努めてまいりますので、

御修正いただきますよう、よろしくお願い

いたします。このたびは大変申し訳ござい

ませんでした。 

○議長（管野英美子君） 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  日程第１「町長の所信表明に対する質問」

についてを議題といたします。 

  これより本件に対する質問を行います。 

  質問者は質問席に登壇して質問を行って

ください。 

  質問時間は答弁を除いた15分以内といた

します。 

  永谷幸弘議員を指名いたします。 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  皆さん、おはようございます。７番・永

谷幸弘でございます。 

  本日は町長の所信表明に対する質問をさ

せていただきます。上浦町長、御当選おめ

でとうございます。よろしくお願いいたし

ます。時間もございませんので始めさせて

いただきます。 

  今日は大きく３点にわたって質問させて

いただきます。まず第１点目のまちづくり

についてということで質問させていただき

ます。 

  まず初めに、所信表明の６ページの１番、

民間事業者などとの連携により、医療、介

護、福祉、見守りの体制を強化し、誰もが

安心して住み続けることができるまちづく

りを進めますという所信表明がございます

ので、誰もが安心して住み続けることがで

きるまちについて、町長のお考えを伺いま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  おはようございます。 

  私の所信の中で、誰もが安心して住み続

けることができるまちづくりを進めますと

したところでございますが、私の思いとい

たしましては、このまちづくりを積極的に

進めるためには、我々行政だけではなく、

特に医療と介護、福祉、介護予防、生活支

援が相互に民間事業者などと連携を図るこ

とが大変重要と考え、住みなれた地域で自

分らしい人生を最後まで全うできる、官民

協働の地域包括ケアシステムの構築を目指

してまいりたいと考えているところでござ

います。少し具体に申し上げますと、本町

の特徴でございます、持家世帯が大半であ

る住宅事情を踏まえまして、24時間、夜中

でも休日でも看護師やヘルパーが１年365日
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いつでも駆けつけて、住みなれた自宅で安

心して介護サービスや医療サービスを受け

ながら住み続けることができると、そんな

まちづくりを推進してまいりたいと考えて

いるところでございます。また、民間の事

業者や事業所、これらの皆さんとの多職種

連携を深め、本町の超高齢社会に立ち向か

う官民協働のオール豊能による地域包括ケ

アシステムの構築を行い、地域内の医療、

介護、福祉、見守りの体制を強化し、サー

ビスをさらに充実させてまいりたいと考え

ているところでございます。よろしくお願

いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 

  続きまして２番目の所信表明６ページの

４番。義務教育学校の整備と公共施設の再

編、集約によるコンパクトなまちづくりを

進めるとともに、公有財産を有効に活用し、

町の活性化をつなげていきますという所信

表明がございます。私、二つ目ですけども、

公有財産を有効に活用したまちの活性化に

ついて、町長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  議員がおっしゃいましたように、今後公

有財産の活用を進める際には、公共施設再

編の最終報告、これが出てございます。そ

れと総合まちづくり計画に書かれている内

容、これを具体的に検討し、町が目指す方

向性を見据えながら進めていくこととなる

と思いますが、学校や公共施設再編を進め

る中で、空き地となった公有地、それから

もともと遊休公有地につきまして、それぞ

れ都市計画法を初めとした各種縛りがある

ことは存じておりますが、その中で何がで

きるのか、何ができないのか、現行ででき

ないなら可能とできる方法はあるのか、な

いのか、しっかり精査して、最大限活用で

きるよう公民連携で民間事業者にヒアリン

グなどをさせていただきながら、連携して、

今、抱えております町の課題解決に資する

活用はもちろんのこと、活性化にもつなげ

てまいりたいと考えておりまして、旧社協、

オイスカも含めまして、学校、支所周辺、

本庁周辺などをスピード感を持って、その

辺のところを進めてまいりたいと思ってご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 

  続きまして３点目の、所信表明７ページ

の５番目でございまして、近年高齢者の孤

独死、孤立化が社会問題となっています。

高齢化が進む豊能町では、これから特に深

刻な問題であると考えています。誰一人独

りぼっちにさせない、しない孤独・孤立対

策の取組を促進しますという所信表明がご

ざいます。私はこの三つ目のテーマを高齢

者に優しい町についてということで、この

内容を踏まえてちょっと書いておりますの

で、町長の、私の書いてある名前とちょっ

と合うかどうか分かりませんけれども、私

は高齢者に優しい町についてということで

書いておりますので、これについて町長の

お考えをお伺いしたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  本町におきましても、今後も単身世帯や
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単身の高齢世帯、これの増加が見込まれる

中で孤独・孤立の問題の深刻化が懸念され、

新型コロナウイルス感染拡大が収束したと

いたしましても、社会に内在する孤独・孤

立の問題に対し必要な施策を着実に実施す

る必要があると考えてございます。そのた

めに、全ての人のために広く多様な主体が

関わりながら、人と人のつながり、これを

それぞれの選択のもとで緩やかに築けるよ

うな社会環境作りを目指していきたいと考

えてございます。具体には、孤独・孤立対

策、これの推進強化策といたしまして、一

つ目には孤独・孤立に至っても支援を求め

る声を上げやすい社会とする。二つ目には、

状況に合わせた切れ目のない相談支援につ

ながること。三つ目には、見守り、交流の

場や居場所を確保し、人と人とのつながり

を実感できる地域づくりを行う。四つ目に

は孤独・孤立対策に取り組むＮＰＯ等の活

動をきめ細かく支援し、官・民・ＮＰＯ等

の連携を強化してまいりたいと思ってござ

います。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 

  次に４点目の、企業誘致による雇用創出

と町の活性化についてでございます。 

  これも所信表明の７ページの６番目、箕

面グリーンロードの開通や新名神高速道路

の開通を機に、豊能町においても活性化の

兆しが見え始めています。この機を逃さず、

事業所の企業誘致などを積極的に進め、雇

用創出と町の活性化を図りますという所信

表明でございます。企業誘致による雇用創

出と町の活性化について町長のお考えをお

伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  本町におきましても、先ほど議員がおっ

しゃいましたように、箕面グリーンロード

それから新名神高速道路、これの開通によ

りまして、主に国道筋にコンビニ、それか

ら個性的な事業所が出店するというような

ことが、今、始まっております。本町にお

きましても活性化の兆しがあることから、

これも所信表明に書かさせていただきまし

たけども、国道、主に国道筋、423号、それ

から477号筋、この国道筋を魅力のある住環

境の整備を進めるとともに、豊能町総合ま

ちづくり計画で示している沿道整備産業誘

致重点ゾーンということについて、必要に

応じて開発が可能となるように、開発審査

基準に基づく町独自の提案基準を策定をし、

自然環境を保全しながら地域の活性化に資

する施設の誘致や整備を図っていきたいと

考えております。ですので場所的には国道

筋を中心に、サービス業とか、そういった

企業さんに来ていただいて、雇用の促進も

含めて進めてまいりたいなと思ってござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。５点目に移ら

させていただきます。 

  所信表明８ページの９のところでござい

ます。子どもたちは次の世代を担う地域の

宝ですと。町の子ども一人ひとりの成長を

社会全体で応援する環境を整備するため、

保育環境を充実し、子育てしやすいまちづ

くりを進めますという所信表明がございま

す。保育環境が充実した子育てしやすい町
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について、この点について町長のお考えを

お伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  昨年の７月に教育委員会総合教育会議の

ほうで協議が進められましたことから端を

発するといいますか、幼稚園・保育所の在

り方については令和９年４月に認定こども

園を設置するということになってございま

す。運営形態は公私連携幼保連携型の認定

こども園と、それから民間法人でお願いす

るというようなところまで決まっていると

いうことでございますので、その公私連携

幼保連携ということになりますと、保護者、

民間法人、そして町が、しっかりとタッグ

を組んで三者協議会を設置して、その保育

の在り方について進めていくということで

ございますので、その保育の充実に向けた

ヒントについてはその中でるるいただける

のではないかなと思ってございますが、さ

らに、私が思いますには、今、幼稚園・保

育所でも例えば子どもさんがその時間に熱

が出たとか、発熱が出たよということでし

たら、保護者に電話をしてお迎えに来るよ

うにということで、保護者が例えば大阪市

内にお勤めでも、帰ってきて、その子ども

さんをおうちに連れて帰るというような状

況になっているんですけれども、それをや

っぱり地域で育むということで、病児保育

それから病後児保育、これらを何とか認定

こども園の設置をする際に民間法人と協議

をさせていただいて実施できないか、努力

してまいりたいと思っております。そうし

ますと熱が出てもそのまま保育所、こども

園ですけどね。こども園でお預かりさせて

いただいて、安心してお預かりさせていた

だいて、その保護者の方はお仕事が終わっ

たらお迎えに来ていただいてお家にお連れ

して帰るというようなことができるんでは

ないかなということで、地域で育むという

ことができるんではないかなと思っており

ます。それからもう一つは、今、ひかり幼

稚園では送迎がございます。こちらの認定

こども園のふたば園では送迎がございませ

んので、こども園ですので、幼稚園部とか

保育所部とかありますけども、そのひかり

幼稚園のような感じですので、幼稚園部の

第１号認定、これに通う園児さんについて

はこっちのふたば園についても送迎のサー

ビスを新たに導入できないかと。そうする

ことによって保護者の方々にはその負担が

かからないということもありますし、それ

からＵターン、それから定住、これの促進

にもなるのではないかなと考えてございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。これで一応大項

目１点目を終了させていただきます。 

  続きまして大項目２点目でございます。

ダイオキシン関係でございます。 

  これは６ページの２番目で書いてありま

す、長年の懸案事項でありますダイオキシ

ン類を含む廃棄物の最終処分につきまして

は、住民の皆様と十分に対応を重ねた上、

解決に向けて全力で取り組んでまいります

という所信表明がございます。ダイオキシ

ン類を含む廃棄物の最終処分について、こ

の点について町長のお考えをお伺いいたし

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 
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○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  ダイオキシン問題につきましては、25年、

世紀という言葉が使える四半世紀にわたり

まして、今まだ本町が抱えております。本

町が抱えてきた最大・最重要課題の一つと

いうことで私も認識してございます。これ

までの間、歴代の町長、議員、職員の皆様

が長年にわたり解決に向けて努力をしてこ

られました。現在は余野地区の皆様の御理

解と御協力のもとで保管できている状況で

ございます。現在の方向性といたしまして

は、旧双葉保育所周辺エリアで、公共施設

再編と一体的に進めていく方向でございま

して、私といたしましても、これを基本路

線として進めてまいりたいと考えてござい

ます。周辺住民の皆様とは、考え方に距離

があるということも承知をいたしておりま

す。今後につきましては、余野自治会代表

の方と継続的な意見交換をすることで合意

できているところもございますので、これ

までの歴史や取組の検証も行いながら、住

民の皆様と十分に意見を交換させていただ

きたいと考えてございます。そうした対話

の中で町として地域の活性化に向けた様々

な御提案もさせていただき、互いが歩み寄

れるように努め、何とか我々の世代で問題

解決すべく、しっかり進めてまいりたいと

考えてございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 

  次に、大項目３点目に入らさせていただ

きます。 

  所信表明６ページの３番でございまして、

持続可能な財政運営を行うため、財政健全

化に向けて全力で取り組むとともに、公民

連携やスマートシティなどにより、行政改

革を進め、業務の効率化を図りますという

所信表明でございます。行財政改革につい

てまず１点質問したいんですけど、まず１

点目、財政健全化について。この点につい

て町長のお考えをお伺いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  私がまずすべきと考えているところは、

やはり職員一人ひとりが、この厳しい財政

状況を改めて認識をする必要があるのでは

ないかと思ってございまして、今までの事

業体系にとらわれることなく、全ての事業

を再度精査し直し、事業の廃止や縮小、類

似事業との統合など、いわゆる選択と集中

が必要ではないかなと思っております。基

礎自治体として町が実施すべき事業である

かを一から検討した上で予算を配分し、予

算再編を行うことだと思ってございます。

それから同時に公共施設の再編を見据えた

上で町が所有する財産を再度整理し、売却

すべきものは売却し、町の活性化に資する

財産はその活用方法を速やかに考えること

が必要であると認識してございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  続きまして行政改革について町長のお考

えをお伺いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  財政健全化に向けては、歴代町長が経常
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的経費におけるシーリングの実施等、様々

な形で経費の削減に努めてまいりました。

細かい部分では既に絞り切った乾いたタオ

ルを絞るようなものと思ってございます。

しかし、まだまだ今、人口急増期に建築し

た公共施設の老朽化に伴う大規模修繕や施

設の維持管理を含めた運営費用等含めた経

常的経費の増大が財政上の負担となってご

ざいます。経常経費の削減を図るためには、

義務教育学校の整備や公共施設の再編によ

り施設の集約化を図り、施設運営に係る経

費を少しでも圧縮する。そうすることとと

もに集約化に伴い、遊休化する跡地を有効

に活用し、歳入の増加を図ることが重要で

あると考えてございます。また私ども行政

の庁内における組織・機構の再編も図らせ

ていただき、コンパクト化することにより、

迅速な意思決定と事務の効率化に努めてま

いりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございました。 

  これをもって所信表明に対する質問を終

了させていただきます。ありがとうござい

ました。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、永谷幸弘議員の質問を終わりま

す。 

  次に中川敦司議員を指名いたします。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  中川でございます。 

  上浦町長、誠におめでとうございます。

このたび町長の所信表明、それに対する質

問をやらせていただくということで、私は

大きく分けて２点に絞って、今回質問をさ

せていただこうと思ってございます。 

  まず１点目でございますけども、町長の

所信表明、７ページ目になりますかね。農

業の活性化は町全体の活性化につながると

いう、そのような内容のことが書かれたと

ころになりますが、その中におきまして、

この農産物の販路の拡充だとか販売力の向

上という、そのような言葉が出てくるわけ

でございますけども、実はちょうど４年前、

今回は上浦町長ですけども、前回の町長が

誕生した際に、実はそのときも所信表明が

ありまして、当然ですけどね。そのときに

道の駅、もともと道の駅がもう進みつつあ

った。そのような中にあって、あえて道の

駅を白紙撤回をするような内容の所信表明

をされたわけでございます。当然そのとき

も、上浦町長、当時生活福祉部長として、

多分あの後ろのところに座っておられたよ

うに私は記憶してるんですけども、多分そ

の状況はよく御存じやったと思うんですけ

ども、そういうことになってしまったんで

すけども、前回の４年前の町長も維新公認

のお方で、今回の上浦町長も維新の公認の

町長やということで、そういった意味で同

じ維新の町長が続いているわけでございま

すけども、そういった意味で前回の町長の

この流れ、道の駅白紙撤回という、そうい

うふうなことになりましたけども、その流

れを上浦町長も引き継ぐのかどうなのか、

その辺りをまずお伺いしたいと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  農業振興策の一つとして、農家の方々が

農産物、これを販売できる場所として、チ

ャレンジショップといたしまして、今、志

野の里を設けさせていただいてございます。

しかしながら、志野の里は規模が小さく、
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農作物を陳列するスペースが狭いという、

それから駐車場の問題等々が課題としてご

ざいます。また、今、就農者も、就農支援

塾をさせていただいて、大変人気を博して

いるみたいでございまして、なかなか全て

の方々に、希望の方にお越しいただくとい

うことは無理なような状況になっているよ

うなことだと私はお聞きしてございます。

それから、それらの出口戦略も含めまして、

より集客が望める施設へと転換する必要が

あると考えておりまして、このために、前

塩川町長が白紙撤回ということをされまし

たけれども、今回は道の駅の構想を、収支

もしっかり見極める必要がございますが、

再検証し、農業振興、観光振興それから地

域振興の拠点施設の整備を進めてまいりた

いと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  上浦町長、前町長の考えを引き継ぐのか

という質問でございます。 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  引き継ぐということではなしに、前町長

の道の駅構想を白紙したことは撤回をさせ

ていただいて進めていきたいと考えてござ

います。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  いい言葉を答弁でされたんじゃないかな

と思いますが、実はその４年前の白紙撤回

ということを聞いて、私も何とかならんも

んかと。実は私も毎週のように志野の里へ

野菜、買物に行かせていただいている、一、

私もいわゆるお客ですけども、やっぱり行

ったときに、そこの志野の里のスタッフの

方、農家の方がやっておられますけども、

やはり残念な思いをされているという、そ

ういうことも私、目の当たりにしましたの

で、これは何とかせなあかんわと。前の町

長にも私、一般質問で言わせてもらったん

ですけども、どうも道の駅いうのがもうひ

とつ何か嫌やったのかな、好きじゃなかっ

たのか知らないけど、それやったらもう川

の駅でもええやないかと、山の駅でもええ

やないかみたいな、もうそんなことも私、

実際、言わせてもらったんです。ほなそれ

から２年ぐらいたちましたかね。トヨノス

テーションという、何か英語に変わってき

たという、何かそういうふうな経緯もある

んですけど。そんなん何でもええけど、と

にかく農家の方、本当に喜んでいただける

ような、そういうことが私は必要やなと思

ってきて、今日の町長のお話をお伺いしま

して、ある意味逆にいい方向へ進めていけ

るんじゃないかなと、このように思います

んで、ぜひともこれはしっかりと進めても

らいたいなと、このようにも思っておりま

すんで、どうかよろしくお願いしたいと思

います。もう一度ちょっと、そうしたらそ

の方向でいきたいというようなことで、も

う一度はっきりと、言えるものであればも

う一度御答弁を改めていただきたいと思い

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  豊能町は大きく分けて東地区と西地区、

南地区もありますけども、大きく分けて東

と西ということになりますけれども、それ

ぞれにやっぱり活性化をしていく必要があ

ろうかなと。それがあいまって豊能町の魅

力を発信していくことになるんではないか

なと思っております。特に東地区、西地区
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にも吉川地区がありまして農業やっておら

れます。その方々も巻き込みながら、東地

区で今、旧村の方々の農業に対する思いも

含めて、今この時期にやっておかなければ、

なかなか次の世代の方々に引き継ぐことが

できないと思っておりますので、牧の圃場

整備、それから高山の圃場整備も今、進め

られようとしてございます。牧はもう進ん

でございますけど。それらも全て含めます

と、やはり農業地を守ること、それから豊

能町の魅力を発信することも含めて、やは

り東地区は農業、これの振興を含めて、そ

れを農業×観光だとか、農業×何とかだと

かいうことで倍々ゲームにしていきながら

進めていかなきゃならない。先ほど申し上

げましたけども、就農支援塾もさせていた

だいて、喜んで来ていただいて、豊能町に

も定住をされる方もおられるということで

ございますので、大阪府の都会にありなが

ら、もう数十分で原風景、田舎の原風景に

来ていただけるという。トンネルもできて、

交通量も非常に多ございますし、通過をい

ただくだけではなし、やはり立ち止まると

いいますか、立ち寄っていただいて、地場

産品のものをお買い上げいただくというこ

とをやっぱり進めていかなきゃならないと

考えておりまして、そのためには志野の里

についてはちょっと手狭過ぎるということ

がございますので、道の駅ということにな

るかどうか、その言葉は別にいたしまして、

集客、大きな集客を望める施設、これをし

っかりと、先ほど申し上げましたけど、収

支をしっかり見極める必要はございます。

赤字ばかりでは、それはもうなかなか難し

ゅうございますが、それをしっかり見極め

ながら、そういった集客を望める施設、こ

れについては整備の検討を進めてまいりた

いと考えてございますのでよろしくお願い

いたします。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうしましたら次の質問項目に移らせて

いただきます。 

  次は教育のことについてなんですけども、

町長の所信表明の８ページに書いてござい

ます内容になりますが、内容的には放課後

を、学校終わってから、授業終わってから

の放課後ですね。放課後を活用した教室の

開設についてという、そのような文言が書

かれてございました。私なりに考えて、こ

れってこういうことなのかなと思った内容

でちょっと質問をさせてもらおうと思うん

ですけどね。放課後の子どもさんの過ごし

方、いろいろあろうかと思いますけども、

通常、放課後児童クラブ、学童というか、

そういったものが当然ございますけども、

そういったものではなくて、文部科学省が

いわゆる推進してきている放課後子ども教

室というのがありまして、町長のこの言っ

てはる内容って、この放課後子ども教室の

ことなのかなと私はそのように思ったんだ

けど、その辺りからまずお伺いしてみたい

と思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員御指摘のとおり、放課後を活用した

教室の開設につきましては、文部科学省が

推奨する放課後子ども教室に近いものでご

ざいまして、子どもたちの放課後の居場所

作りを進めながら、特に基礎学力、これに

ついても着目をしたいと思っておりますが、

学習習慣の目的に、開設できたらと考えて

ございます。 

  以上でございます。 
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○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今、お答えいただいたところによります

と、放課後子ども教室、それに似たような

もんだということでございましたので、実

際、文部科学省でいいますところの放課後

子ども教室というのは、学習、スポーツ、

文化活動、いろいろあるんですけども、そ

の中で町長は学習という部分だけに着目し

て推進をしていく、そのようなことでよか

ったんですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  内容につきまして、放課後に宿題や自学

ノート、これに取り組んだり、タブレット

を使った勉強をしたり、調べたり、それか

ら読書をしたりする活動や体験、それから

先ほど申し上げました基礎学力の向上、こ

れらを、学校のコーディネーターさん初め

ＯＢの先生や地域の方々の協力も得ながら

進められたらと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  すばらしいことかなと思ってまして。実

は私も小さい頃、小学校時代当然過ごして

きましたけども、私はもうとにかく学校か

ら帰ったら、もうかばんをパーンと家に置

いて、グローブとバットを持って毎日のよ

うに表へ飛び回ってましたんで、勉強より

もそっちが大事だったみたいな、そんな少

年でしたけども。そういった意味では私み

たいな人間にならなくてもいいのかなと、

しっかり勉強されたら、そんなふうに思い

ますんで、そのような環境を作っていただ

ければと思います。ただし、こういうこと

をやっていこうとすると、やはり地域でし

っかりと支援していただける、そのような

人材といいますか、方も当然必要なんです

けども、そのような方ってどうですか。さ

っきＯＢの先生とかとおっしゃってました

けども、しっかりとそういった方、募って

やっていけそうな雰囲気ではあるんですか、

うちのエリア的には。その辺りどうなんで

すか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  おはようございます。 

  教育長、森田のほうから御答弁させてい

ただきます。 

  今、御質問のありました、地域の方々の

協力、これをどうしていくかということで

ございますけれども、一応学校運営協議会

というのを、東地区、西地区、準備会が２

年、そして本年度から正式な形で立ち上が

っております。その学校運営協議会、子ど

もたちを家庭、地域そして行政、みんなで

応援していこうというような組織でござい

ます。そこにもう既に、町長のほうからも

こういうようなお話がありましたので、こ

のことをちょっとみんなで相談をしてほし

いと。熟議というふうなことで、みんなで

意見を出し合って、それをまとめていくと

いうふうな手法をとっておりますが、そう

いうことで、地域にはたくさんいろいろな

人材がおられます。そういう方に、例えば

指導をしていただいたり、あるいは講師に

なっていただいたり、教室の、そういうよ

うなことを今、検討していただこうという

ことで、それで今年度最終の学校運営協議

会でお願いをしておるところでございます。 

  以上でございます。 
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○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  あと、放課後の子ども教室というふうな

位置づけではありますけども、今、国の考

え方としましては放課後児童クラブと一体

化していく、そういった方向性も出ている

んです。要は、放課後児童クラブの子ども

さんもこの放課後子ども教室のほうにも御

参加できるみたいな、そのような考え方を

国は、国いうか文部科学省が示しているよ

うでございますので、その辺りも、もし何

やったら考えていかれたらどうかなと、私

はそのように思ったんですけど、その辺り

はどうでしょうか。すぐ答えられるかどう

か分かりませんけども。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  今、御質問のありました、留守家庭児童

クラブ、学童の子どもさんも一緒にそうい

うところに参加するような形も検討したら

どうかというお尋ねでございますが、確か

に周辺の他市町でそういう取組をされてい

るところもございますので、そういうとこ

ろも実際に視察に行って、いろいろなやり

方をお聞きしながら、参考にしながら検討

が進められたらというように思っておりま

す。 

○議長（管野英美子君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  以上で質問を終わらせていただきます。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、中川敦司議員の質問を終わりま

す。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は、10時20分といたします。 

（午前10時10分 休憩） 

（午前10時20分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、高尾靖子議員を指名いたします。 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  初めての登壇で、上浦町長、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

  提出しておりますのは大きく３点でござ

いますが、一つ、私も初めての所信表明の

質問で、不慣れでございますけれども、よ

ろしくお願いいたします。 

  第１点目は、６ページに書いてございま

す、ダイオキシン類を含む廃棄物の処理の

取組で、住民の皆様と十分に対話すると述

べておられます。その中で場所を限定され

てのことなのか、その点についてお伺いい

たします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  先ほどの永谷議員の御質問にもお答えさ

せていただきましたとおりでございますが、

現在の方向性といたしましては、旧双葉保

育所、それからその周辺エリアで公共施設

の再編と一体的に進めていくという方向が

ございますので、私といたしましてもこれ

を基本路線とさせていただいて進めてまい

りたいと考えております。よろしくお願い

いたします。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  そういう方向でいかれるということでご

ざいますが、処理方法につきましては前町

長の考えを引き継いでの処理方法となるの
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か、そういうことのお考えはいかがでしょ

うか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  処理方法といいますか、最終処分場につ

きましては、跡地利用のことを考えた場合、

やはり遮断型の処分場を建設することが最

も有効であると現段階では考えてございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  このことについては、これまで周辺住民

の方と十分にお話してという話をされてい

ると思いますけれども、お考えがあると思

いますけれども、その点については、合意

のもとで行うということでよろしいでしょ

うか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えをさせていただきます。 

  それについても先ほどもお答えさせてい

ただきましたが、余野自治会の代表の方と

継続的な意見交換をするということで合意

もさせていただいているところでございま

すので、これまでの歴史や取組の検証を行

いながら、住民の皆様と十分に意見を交換

をさせていただきたいと考えてございます。

そうした中で町として地域の活性化に向け

た様々な御提案もさせていただいて、お互

いが歩み寄れるように努め、我々の世代で

何とか問題解決をすべく、しっかりと進め

てまいりたいと考えてございますが、最終

の合意というところにつきまして、しっか

りと今のところは御説明をさせていただい

て、合意形成を図りたいということは当然

でございます。 

  以上です。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  新町長としては本当に新鮮な考え方、そ

してそれを住民の方々にしっかりと全面的

に示して、進めていただきたいというふう

に思います。これはここでは要望になりま

すが。 

  そして、次に３点目では持続可能な財政

運営というふうに書いておられます。行政

改革の方向のお考えはどのようなのか。お

考えになっておられたら御答弁願いたいと

思います。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  これも先ほど永谷議員の御質問にお答え

させていただきました。行政改革の方法は

ということでございますが、細々とした部

分につきましては先ほど申し上げましたけ

ども、本当にもう絞り切ってタオルが乾い

たような状態だと思っております。ただ、

まだいろいろな公共施設、これが老朽化に

伴いまして大規模修繕や施設の維持管理、

これらが非常に経常経費の負担になってい

るということでございますので、この辺の

インフラをどのようにしていくかというと

ころが一つあろうかと思います。コンパク

トなまちづくりを進めていくということで

施設の運営も圧縮ということで集約化に努

めさせていただきながら、遊休公有地など

については、歳入の増加を図ることで何と
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か進めていきたいなと。それからもう一つ

はやっぱり庁内における組織・機構の再編

を図り、コンパクト化するということで、

迅速な意思決定と事務の効率化に努めてま

いりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  財政が大変だということなので、財政運

営は大変大事な問題、課題だと思います。

その中でいろいろな、財政が大変だという

ことでのいろいろな事業を縮小していくと

いうお考えのないようにしていただきたい

と思うんですよ。やはりその点については

十分お考えになっておると思いますけども、

サービスが低下するとまちづくりはなかな

か、交流人口とかそれから来ていただくＵ

ターンとか、そういうところも難しくなっ

てくるんじゃないかと思いますので、その

点について総合的にお考えになって進めて

いただきたいと思うんですけども、その点

のお考えはいかがですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  必要なサービスについては続けていくと

いうことで、類似のサービス等々がありま

したら、それについてはやはり有機的な形

で融合させていただきながら、例えば二つ

三つあるものは一つにさせていただきなが

ら、そこでサービスのその発展、発展とい

いますか展開を考えながら、地域の住民の

方々には、今までと同じような御利用をし

ていただけるような仕組みを考えていくと

か、そういうことも含めて考えさせていた

だけたらなと思いますが、全ての事業につ

いて継続していくということはなかなか難

しゅうございますので、そこは集中と選択

はやっていかなければならないと考えてご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  それでは次の項目にいきます。 

  ７ページに書いておられます、農業は基

幹産業、活性化で農業生産・販売の向上い

うことで述べておられますが、期待したい

と思っているんです。そこで、今、就農支

援塾とかいろいろ活動と取組が行われてお

りますけど、戸知山の活用という面ではど

のようにお考えなのか。よろしくお願いい

たします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  戸知山の有効活用ということでございま

すが、あの雄大な自然の森林を活用した町

の活性化につながるようなことができれば

と考えておりますが、しかし残念ながらい

ろいろな制約がございます。市街化調整区

域だとか、それからいろいろなことで縛り

がございますので、その中で今おっしゃっ

ていただきましたように農業に活用すると

いうことも一つの方法であると考えてござ

いますが、いずれにいたしましても、公だ

けで活性化させていくということはもう考

えられないと思っておりまして、民間によ

る有効活用、それからあるいは公民連携の

活用を検討してまいりたいと考えてござい

まして、今、現地の視察も含めて、数社が

興味を持っていただいているということも

ございますし、今度、また視察にも議員の

皆さんも行かれるということでございます
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ので、それらも含めてどこかの時点で、ず

っと待ってたらいろいろな提案が来るんで

しょうけれど、どこかの時点で議員の皆様

とも協議をさせていただきながら、これや

ということで、できたら地域でお金の生ま

れることができたらいいなと私個人的には

思っておりますが、そうでなくても、地域

活性化が図れるようでしたらと思ってござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  ぜひ期待したいと思います。そこで前町

長が道の駅はやめるということで、条例は

まだ残ってるんですよね。その中で、トヨ

ノステーションっていうのを言うておられ

たんですが、このトヨノステーションはま

ちづくりとして位置づけておられたと思う

んですが、その点についてはどのようにお

考えなのか。 

○議長（管野英美子君） 

  暫時休憩いたします。 

（午前10時32分 休憩） 

（午前10時32分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  大変失礼いたしました。 

  トヨノステーションですか、そういった

言葉には全くこだわることなく、道の駅と

いうことも、今後やっていく手法の中で、

その駅というのが使えるかどうかも含めて

それ検討していかなきゃならないと思いま

すが、実態として今の志野の里は狭過ぎま

すので、道の駅のような、あれぐらいの規

模の、農業振興、観光振興それから地域振

興の拠点施設、これを何とか、先ほど何度

も申し上げた、収入もしっかり見極めなが

ら、前回でいうと道の駅構想、これの再検

証しながら、最終的にはどんな名前になる

か分かりませんけれども、そういうことで

進めてまいりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  すみません、ちょっと中途半端に覚えて

いたもんですから失礼いたしました。 

  農業は基幹産業として進めていくいうの

は、豊能町にはうってつけの事業だと思う

んですけど。その点について、今いろいろ

な形での、官民、公だけでは確かに無理な

話です。人材が必要ですので。その点につ

いて大いに皆さんが参加できるような状況

を、また状態というか、そういうものを作

って活性化できるように、ぜひ頑張ってい

ただきたいと思います。広報で頑張ってい

ただきたいと思います。私、地元産、地元

地産地消すごく大事に思っておりまして、

30、40年近く家のほうでも頑張って、いろ

いろ地元の野菜をとにかく活性化していた

だけるような状況を持続してきました。そ

ういうところで、皆さんの新鮮な野菜って

いうのはすごく求めておられるので、この

野菜だけではなく、その中でまたいろいろ

作られるものもあるでしょうけども、そう

いうところでも目をつけてぜひ進めていた

だきたいと思います。これは要望ですけど

も。 

  そしたら次、３点目にいきます。 

  これは８ページなんですけれども、住民

の皆さんと対話を重ね、住民、議会、行政

が一体となった行政運営を行うこと。先ほ

どからもおっしゃっていますけれども、ど

のような方策なのか。私は例えば、タウン

ミーティングで皆さんの、全町的なタウン
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ミーティングで各自治会に回ってお話を聞

くとか、そういう形で福祉、教育、暮らし

の問題、教育の問題なんかを、いいとこを

ぜひ取り入れて、住民の声を取り入れてい

っていただきたいと思うんですけれども、

これはどのように今お考えなのかお聞かせ

ください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  相互理解を前提とした対話って必ず必要

になってまいります。立場が異なる者同士

が共通の認識を持つというような作業も必

要になってまいりますので、その点は必要

に応じて、今、議員がおっしゃいましたよ

うに、いわゆるタウンミーティングはどの

単位でやっていくとか、どのタイミングで

やっていくとか、それからどういうときに

やっていくとかいうのは今後の検討とさせ

ていただきながらなんですけれども、必要

に応じて、いわゆるタウンミーティングに

ついては進めさせていただきながら、住民

の方々に、多くの方々に御理解を賜れるよ

うな取組は進めてまいりたいと考えてござ

います。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  高尾靖子議員。 

○11番（高尾靖子君） 

  ありがとうございます。タウンミーティ

ングはこれまで経験された町長もおられて、

池田町長のときは結構されてたと思うんで

すけども、そこの中ですごく活性化が生ま

れてたと思いますので、そういうところで

いいところは引き継いで、上浦町長も頑張

って、豊能町の活性化、ぜひともお願いし

たいと思います。私ども少しでも協力でき

るような体制も作らせていただきたいと思

いますし、その点よろしくお願いいたしま

す。 

  以上で質問終わります。ありがとうござ

いました。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、高尾靖子議員の質問を終わりま

す。 

  次に、池田忠史議員を指名いたします。 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  こんにちは、池田です。よろしくお願い

します。 

  町長、御当選おめでとうございます。こ

れから４年間、豊能町のために御尽力いた

だければと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

  では、まず私のほう、質問、ダイオキシ

ン類を含む廃棄物についてということで、

先ほど２名、もう先に質問されてますので、

同じ質問を何回してもと思いますので、少

し違う方向からちょっとお伺いします。 

  先ほどからお伺いしてる限りだと、遮断

型での処理を進めていく予定というふうに

お伺いしております。今、現状の双葉保育

所跡地も含めたあの近辺を考えられておら

れるということも先ほどちょっとお伺いし

ましたが、埋め立てた上の部分っていうの

には建屋が建てれないっていうようなお話

を聞いておりますが、施設の再編等含めま

して、駐車場利用しかできないような形で、

豊能町の中心地である余野地区に埋め立て

るということについてどうお考えなのかお

伺いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 
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  遮断型ですので、今、議員がおっしゃい

ましたように、その上にはものが建てれな

いということでございまして、公共施設の

再編も含めますと、やはり地域的なことも

含めて必ず駐車場が必要になってまいりま

す、施設があると。ですので、その駐車場

には活用できるのではないかということで、

どういうふうに再配置する施設を、位置付

けというか場所を決めていくかということ

と、駐車場をどのように設けていくかとい

うことで遮断型の、ダイオキシン問題に係

る廃棄物についてどこで置くかと、保管す

るかと、最終処分するかということになっ

てまいるかと思います。東地区の中心地の

余野地区でそれをすべきなのかというよう

な御質問だと思いますが、施設の再編、そ

れから地域の活性化、それから先ほど申し

上げましたけど、西地区のゾーンと東地区

のゾーンでそれぞれの活性化を図っていか

なきゃならない。その上で、それがあいま

って豊能町の魅力発信、それから豊能町の

その活性化につながると私は考えてござい

ますので、やはり東地区で、それもあいま

ってしていくというような場所は、この東

地区の中心の余野、ここで遮断型で最終処

分をさせていただきながら、そこに同化す

る整備を進めさせていただいて、地域の活

性化それから農業振興等々進めていけたら

なと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  もう一つ、ダイオキシン類に関してです

けれども、今、保管されている場所は町有

地ですので同意は必要ないのかもしれませ

んが、覚書を交わしてもう終わってますよ

ね。もう何年かな、２年ぐらいはもう覚書

のない状態で置いておられますけれども、

余野の自治会さんとの更新のお話等、その

辺はどういうふうにお考えになっているん

でしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  覚書の履行に関する横断幕ということ、

今、出ておりますので、その状況が続いて

いるということでございますが、現段階で

は余野自治会と、その横断幕も含めて、お

ろすとか、それから更新ということについ

ての意見交換といいますか、私のほうから

まだ余野とはさせていただいてない状況で

ございますが、その点についても先ほど申

し上げましたように、余野自治会の役員の

方々と意見交換をするというテーブルにつ

くよと、ついてもいいよということを余野

がおっしゃっていただいてますので、そこ

のテーブルの中でしっかりとお話をさせて

いただいて、その辺のところ進めてまいり

たいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  ありがとうございます。 

  では次の質問に移らせていただきます。 

  ６ページの４番目に、義務教育学校の整

備及び公共施設の再編・集約等ということ

で書いてありますけれども、令和８年度よ

り東西に小中一貫校１校ずつ設置がされる

という形で今、現状進んでいると思います

けれども、東地区の子どもの減少について

は毎年一桁もしくは、いって10人前後の状

態が続いていると思います。この小中一貫

校を設置するに当たり、一部議員さんの中

には、子育て世代の転入であったりとか人
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口増加の施策をすることを前提とした上で

の賛成をされている方等もおられますけれ

ども、今後の施策についてはどういうふう

にお考えでしょうか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  議員御指摘のとおり、東地区の義務教育

学校につきましては複式学級二つで再検討

するということになっておりますが、出生

状況や乳幼児数、それから転出入の状況も

踏まえ、再検討するということにつきまし

ては、慎重かつ適切な時期に判断し、保護

者、地域の方々そして子どもたちの様子を

見ながら対応してまいりたいと考えてござ

います。先ほど議員もおっしゃいましたよ

うに、私といたしましては、先ほど、地域

で子どもたちを育むというようなことで、

例えばふたば園の幼稚園部、これにＵター

ンも期待しながら児童送迎サービスをやり

ながらとか、それから魅力あるまちづくり

のために、ここの423の沿道沿いの地域の活

性化、それから就農に興味のある方々、自

然環境に興味のある方々、これらの方々に

しっかりと発信していって、東地区の子ど

もたちの増についてもつなげてまいりたい

と考えてございますが、その上でやはりゼ

ロ歳児からの出生状況についてしっかりと

見極めさせていただいて、そこは、ゼロ歳

児、２歳児、３歳児とか、そういう乳幼児

の出入りの状況を見ながら、再検討につい

ては検討、その時期については速やかに判

断をさせていただきたいと考えてございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  ありがとうございます。 

  最後になりますけれども、町長のほうか

ら所信表明の一端としてということで10項

目述べていただいております。前町長の話

をしてもあれなのかもしれませんが、全て

において、やりたいことはいっぱいあって、

どれもこれもっていうことよくわかるんで

すけれども、全てが中途半端になってしま

って結局何もできないまま終わってしまう

ようなことがあると考えるんですけれども、

町の財政等も考えると、この10項目全てを

一気にすることはなかなか難しいと思いま

す。ですので、町長としてはまず何を優先

するのか、何を重点として置いていくのか

ということについてお伺いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいますとおり、私、10項目、

重要な項目を挙げさせていただいて所信表

明させていただきました。その上で、議員

のおっしゃるとおり10項目、ヨーイドンで

全部いくというのはなかなかこれは至難の

業ということもあります。全部やりたいん

ですけれども、あえて、あえてこれだけは

とにかく一歩前で進めてやっていきたいと

いうようなことは何だということでの御質

問だと思います。私は、上から順番三つ、

誰もが安心して住み続けることができるま

ちづくり、これを進めたいと。といいます

のは、今、高齢化率が48％を超えてござい

ます。約半分が65歳以上で、４分の1、26％

ぐらいが、もう後期高齢者75歳以上になっ

てございます。今ここをしっかりレールを

敷いて進めないと大変なことになると私は

思ってございますので、これをまずさせて

いただく。それから長年の懸案事項でござ
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いますダイオキシン類を含む廃棄物の最終

処分、これは次の世代に持ち込まない。次

の世代じゃなしに我々の世代で何とか、何

とかしっかりと覚悟を持って解決ができた

らなと思っております。それからもう一つ

は、持続可能な財政運営、財政健全化、こ

れをしっかりやらないと、いわゆる、ベタ

な言葉で言いますとお金がないと何もでき

ませんので、その辺のところの体力につい

てはしっかりとつけていく必要があろうか

と思っております。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  今おっしゃっていただいたとおり重点項

目を述べられましたので、重点項目以外も

もちろんですけれども、中心に進めていた

だいて、これからこの豊能町がにぎわいを

持つ町になるように頑張っていただければ

と思います。 

  以上で質問を終わらせていただきます。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、池田忠史議員の質問を終わりま

す。 

  議場換気のため、暫時休憩いたします。

再開は、午前11時ちょうどといたします。 

（午前10時51分 休憩） 

（午前11時00分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、永並啓議員を指名いたします。 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  おはようございます。永並啓です。 

  まず、上浦町長おめでとうございます。

上浦町長の４年間が始まったわけですが、

町長の任期は４年であります。基本的に４

年間で完結できる施策を打っていく必要が

あります。公共施設再編の委員会のように、

立ち上げたのに委員会の答申で終わって最

終判断をせずに終わるっていうことは基本

的にはあってはならないというふうに考え

ております。今回初めて代表質問という形

で所信表明に対する質問をしているわけで

すが、やはり所信表明にはもう少し具体策

を書いていただきたかったかなと。先ほど

上浦町長いろいろと個々の具体策について

御自身のお考えを示されているわけですか

ら、そういったこともやはり書いていただ

きたかったかと思います。所信表明には現

状の分析のほうが多く書かれていて、やろ

うとしている10項目に関しては至って抽象

的で、誰もがこういうことあったらいいよ

ねっていうようなことしか書かれてなかっ

たんですね。住民の皆さん、我々を含めて

知りたいのは、新しい町長がどういったこ

とをしようとしているのか。やはり具体策

が知りたいわけです。そういった施策を実

施することで、これから豊能町に住み続け

ても大丈夫なのか、そういったことを判断

する材料にもなってきます。特に人口や財

政が減少している今の状況、これから行政

サービスを縮小なり削減していくような今

の時代、そしてこれからの行政サービスに

は住民の皆さんの力が必要な今の時代に至

ってはなおさら、住民の皆さんの理解と協

力が非常に重要になってくる。そういった

ことを得るためにもやはり所信表明という

４年間の最初の段階で、新しい町長がこう

いったことを取り組むんだ、こういった具

体策をするんだということをやはり載せて

いただきたかったというところが率直な感

想であります。それで、来年度から所信表

明ではなく１年間の町政運営方針というも

のを示していただくわけなんですけど、そ

こには今回の私の意見をちょっとでも聞い

ていただいて、もう少し、１年間でこれを
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やるんだ、集中的にこういうことを取り組

むんだということを、我々議会に対してだ

けではなくて、豊能町に住む全住民の皆さ

んに対しても発信できる、ここはいい機会

の場だと思っているんですね。そういった

町政運営方針を作っていただけたらと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

  それでは個々に質問をさせていただきた

いと思います。 

  まず、道の駅ということですけども、こ

れから進めて、前町長が白紙撤回されたも

のは撤回し、さらに検討を重ねていきたい。

ここでちょっと町長が先ほどの答弁で気に

なったのが収支ということを非常に何度も

言われてたんです。当然収支というものは

非常に重要ではあるんですけど、今の道の

駅っていうものは農作物を販売する、それ

だけじゃないんですね。もう非常にもうア

トラクション的な、外から来ても体験でき

る、ここにしかない体験ができるっていう

取組が非常に多い。テレビ番組を見ても道

の駅ランキングができるような、２時間の

番組が作れるようなものが道の駅なんです。

やはりそういうのを検討するに当たっては、

やはり職員、我々、地域の中だけで考える

のではなく、外からも意見を求めて、そう

いった、豊能町という場所にはこういった

ことはできるんじゃないかっていうことを

求めていく必要があると思いますがいかが

ですか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  今、議員がおっしゃいますように内在し

ているといいますか、内側にいてる我々が

思ってること、感じていること、これやっ

たらできるかな、できないかなと思ってい

ることと、それからこの地域に来ていただ

く交流人口とか関係人口の方々の思いとは

また少しずれがあるのは私も承知してござ

いますので、できるだけ多くの方々の、町

にお住まいの方々、議会の方々、職員だけ

ではなしに、多くの方々の御意見というの

をやっぱり聞くべきだと私も考えてござい

ます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ですから道の駅をどうするかという判断

をする際に、その収支っていうのを対外的

にもいろいろな情報を集めた上で総合的に

判断して結論を出していただきたい。あく

までも農作物の販売だけで収支とか言うん

ではなくて、そこのところをいろいろと、

いろいろなアイデアを皆さん持たれてると

思うので、我々のほうからも提案したいと

思いますし、そういったことを含めて道の

駅っていうものの構想を、豊能町の活性化

の一翼を担う重要なものだと思ってますの

で、それを進めていっていただけたらと思

います。 

  では次の質問にまいります。 

  先ほど数名の議員が質問されてましたダ

イオキシン、このダイオキシンというこの

言葉が非常に引っかかるんですね。田中町

長がもってって、神戸のほうに、もって帰

ってきましたよね。そのときからダイオキ

シンはないはずなんですよ。もう無害化さ

れておりますし。神戸の産廃施設上にあっ

た土というふうな、私、理解なんです。こ

れ、慎重に、あまりダイオキシン、ダイオ

キシンというと、神戸のそこの産廃場のと

ころに汚いものがあるっていうイメージに

もなってしまうわけです。そこの土をもっ

て帰ってきているわけですからね。実際に
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あそこに、今あるところの土っていうもの

は有害なのか、無害なのか、まずそこをお

聞かせください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  皆さん、おはようございます。 

  今の永並議員の御質問ですが、有害か無

害なのかというところですけども、コンク

リート固化されたものでございます。ただ、

測定をいたしますと、ダイオキシン類濃度

というのを測定しましたところ、2.4から18

ｎｇ－ＴＥＱ/ｇというような数字が出てお

りますので、環境基準といいますか大阪の

フェニックスのほうの受入れ基準でいいま

すと３という数字がございますので、そこ

から見ると若干数字がオーバーしていると

いうようなところもございます。完全に無

害化されたというものではございませんの

で、今はダイオキシン類を含む廃棄物とい

うような表現をさせていただいておるとこ

ろでございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  これ以上はまだほかの場所でありますけ

ど、今のだと、もともと持ってった高濃度

の汚染物が処理をされることで持ち帰って

こられて、30倍ぐらいになってここに置か

れているわけですよね。それも全てがって

なりますと、神戸にある土がダイオキシン

の基準を超えているということになります

けど、その判断でいかがかだけお聞かせく

ださい。かなり深刻なことになりますよ。 

○議長（管野英美子君） 

  暫時休憩いたします。 

（午前11時08分 休憩） 

（午前11時09分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  答弁を求めます。 

  大西住民部長。 

○住民部長（大西隆樹君） 

  今現在はコンクリートを固化されており

まして、法律的にはそのまま埋め立てても

問題ないと。当時の法律からいうと問題な

いというような数値でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  これに関しては施設組合もあるわけです

から。でも我々から発信する、施設組合が

あるからダイオキシン類っていうふうな形

の、ダイオキシンという文言がずっときて

るわけですけども、一度も、一回無害化処

理されて神戸のほうに入った段階でここに

あるものはもう神戸から持ち帰ってきた廃

棄物というような形で発信していかないと、

常に何か、マスコミからも常にダイオキシ

ン、ダイオキシン、ダイオキシンって、何

かすごい有害なものがあるかのイメージに

なるんですね。でも実際はもう違いますよ

ね。昔と違って。そしたらその表現方法っ

て非常に、施策を進める上で、地域住民の

理解を得る上で非常に重要になってくるの

で、町長も最初の所信表明でしたときに、

永谷議員からちょっと修正入ったぐらいで

すけど、そこの意識っていうものは非常に

僕は、トップが発信する情報としては非常

に重要になってくると思いますので、そこ

は地域住民が不安に思わないような、過度

な不安を与えないような発信の方法をして

ください。お願いいたします。 

  続きまして、町長は先ほども誰も独りぼ

っちにさせない、高齢者にも優しいまちづ

くり、これは非常にありがたいことではあ

るんですけども、豊能町において独居の高
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齢者が非常に増えております。こういった

場合に、災害が起こったときにどのような

対応をとるのかということを僕はもうちょ

っと明確に示してもらいたいなと。南海ト

ラフというものはいつ起こるか分からない

という状況が、もう皆さん周知の事実かと

思います。多分、恐らく豊能町の建物は倒

れることはなかなかないかなという認識で

はあるんですけど、だからこそ危険なのは、

中の家具とかは倒れるわけですよ、家は倒

れなくても。そうすると家が倒れてないか

ら安心ですねってなってしまうんですね。

でも、もしかしたら家具の倒壊に巻き込ま

れて高齢者が下敷きになっているケースも

ある。そういったときに非常に重要なのが

安否確認だったりするわけなんですけど、

そこら辺のお考えというか、災害に対して

ちょっと豊能町まだまだ弱いところがある

ので、そういったところの取組をどのよう

に進めていくのかを、一言お聞かせいただ

けますか。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  非常に大事な部分をおっしゃったのかな

と思ってございます。一義的には共助の部

分にも非常にかぶる部分だろうなと私は思

っておりますが、お尋ねの災害発生時には、

避難行動要支援者名簿ということで御本人

から手を挙げていただいて、行政として名

簿を作成してございます。それに伴う個別

支援計画を立てるなど、万が一の場合の避

難等についても安全と安心を確保するとい

う、サポートしていくというようなことに

なってございますので、引き続き見守りを

行う地域の方々のお力、先ほど言いました

共助、これをかりながら独居高齢者の方々

の見守りを行ってまいりたいと思っており

ますが、まだ道半ばだと思ってございます。

先ほど、何度も申し上げますが、共助とそ

れから行政がしっかりと連携をさせていた

だいて、見守りをさせていただくというこ

とになってこようかと思います。よろしく

お願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  町長おっしゃるように、要支援者、要介

護者の名簿があって、そこに対する個別支

援計画というものをその自主防災組織に作

ってくれということでおりてるのは、僕も

自主防災会も今年で８年かな、ずっとやっ

てますので理解してるんですけど、でもサ

ポート体制が行政のほうにないんですよ。

そういうものを作ってくれとは言うんです

けど、責任は誰がとりますかって言ったと

きに、自治会長が取るようになってしまう

んですね。その自主防災会の責任者である

自治会長が。それだとさすがにしんどいよ

ねと、けがした場合とか自治会で全部見れ

ないよねっていうことで、今、自主防災会

の活動というものは非常に啓蒙活動オンリ

ーになりつつある。そこを今、町長がおっ

しゃられていることは多分、国ももともと

そういう考えで個別支援計画というものを

出してこられてるんですけど、その活動を、

その地域だからしたいんですけども、最後

の責任というものは行政なり国がもってい

ただくっていうことを取り組んでいかない

と、僕、自主防災会の活動ってこのまま啓

蒙活動で終わってしまうのかなという危惧

さえあるんです。そこら辺を十分理解した

上で、豊能町としては万が一のときは町長

が責任をとるんだというような保険みたい

なもんですよね。そういった保険に入れる

ようなこともまた一度検討していただけた
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らと思いますので、よろしくお願いします。 

  それであと、最後になりましたけども、

子どもの学力向上、放課後を使ったという

ことですね。先ほども中川議員の質問でも

ありましたが、放課後の子ども教室ですね。

こういうのは非常に重要なんですけども、

これ20年前に僕、言ってたんですよね。20

年前に放課後を使って、そこに習い事教室

をいろいろと入れて、地域の方なりとして、

子どもの１日が学校で完結するような。文

科省がやることって、全体的な国の全部の

ことのどこにも当てはまるようなすごいア

バウトなことを言ってくるんです。それで

個々の具体策っていうのはやはり地域の状

況に合ったものを取り入れていく必要があ

る。それで豊能町の子どもはそんなに遊び

に行くところもないと。家に帰って、塾に

行く人も多いから、じゃあそういったもの

を、塾なりを学校の中で受けれるようにし

たらどうかと。習い事、勉強だけじゃなく

て、それ以外の活動とかも放課後にクラブ

活動の一環みたいにそこに行くことができ

るようにしてはどうかということを提案し

てたんですが、やはりそこに、それを20年

前からやってたらどうだったのかなって本

当に残念で仕方ないんですけども、これか

らでも遅くはないかと思うんですけども、

そこをもうちょっと具体的に答えれるよう

でしたら、どういったものを子どもたちに

学んでもらいたいということがありました

らお答えください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  森田教育長。 

○教育長（森田雅彦君） 

  すみません。教育長の森田のほうから御

答弁させていただきます。 

  永並議員お尋ねの、放課後の子どもたち

の居場所作り、そういうものを20年前から

提案していただいてたということで、本当

にありがとうございます。やはり子どもた

ちに、今おっしゃいましたように、勉強も

もちろん大事です。いろいろな体験も大事

ですので、そういうことが合わさったよう

なものができればというように思っておる

んですが、具体の中身は、これは地域とと

もにある学校づくり、学校運営協議会のほ

うで検討いただこうと思っております。そ

の中に、できましたら、例えばタブレット

が配られましたので、タブレットからその

子に合った勉強をするとか、あるいは宿題

をするとか、それから先ほど町長のほうか

らもありました自律学習、自分で課題を見

つけて勉強する。そういうような内容とい

うような、いろいろなことを考えられたら

というように思っております。それでその

支援に当たっていただくのは、できました

ら地域におられる皆さん方に御協力いただ

いたり、あるいはＯＢの先生方、これにお

願いできたらなというように思っておりま

す。そういうことを今は週１回、わくわく、

それからわくわくキッズ、いろいろな名称

で各４小学校で進めていただいております。

ただ、コロナ禍のために、週３回ぐらいあ

ったんですけれどもそれが今１回になって

いる。実際の進め方につきましては、学校

コーディネーターさんが中心となってやっ

ていただいてる。それを何とかもう少し毎

日、放課後あるいは休日、例えば土曜日の

午前中。そういうところで開いていただけ

ないかなというふうには思っておりますが、

いろいろな周辺の町でやっておられるのも

参考にしながら、豊能町の子どもたちにと

りましてどういうふうな教室、あるいは居

場所作りがいいのか、その辺のことも踏ま

えて考えていただけたらというふうに思っ

ております。 

  以上でございます。 
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○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  もう期待するしかないんですけども、豊

能町って教育のまちってずっと言われてた

んですよ。今の答弁だと、近隣市町を参考

にするじゃなくて、教育のまちと言うから

には豊能町が率先して新しい、周りがして

ないことを取り組んでいく、それで結果を

残して周りの人たち、市町村がまねをする

ような取組というものをぜひともお願いい

たしたいと思います。 

  それで、まだ時間がありますんで質問さ

せていただきます。 

  公共施設の再編について。委員会で結論

は出てますけどもそこに本庁舎入ってない

んですよ。本庁舎をどうするのか、これが、

この豊能町の活性化の中で非常に重要にな

ってくると思ってるんですね。本庁舎をど

う考えるか、もしございましたらお聞かせ

ください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  本庁舎の整備方針を決定するに当たって

は、東西に大きく別れているという本町の

地理的条件から、場所をどこにするかとい

う議論は避けられないものであると認識を

してございます。議員の皆様をはじめ、住

民の皆様におかれましても様々な御意見が

あることも承知をしてございます。まずは

１月の報告書、これをもとに各公共施設の

具体的な計画を早急に定めさせていただき、

同時に並行的に本庁舎の整備方針について

も検討をしてまいりたいと、現段階では考

えてございますのでよろしくお願いいたし

ます。 

○議長（管野英美子君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  それでは最後に私の、そこら辺の公共施

設の在り方っていう今の考えをちょっと申

しさせてもらって終わりたいと思います。

まず、やはり本庁舎、何とかしていかない

といけないと思っているのは、皆さん御存

じだと思います。大きな地震があって本庁

舎が壊れてしまっては意味がないわけです

から、ここの耐震化をするっていうのもお

金がかかるって考えると、やはり近隣の学

校施設に本庁舎を持っていくのが一番ベス

トなのかなと。そうすれば、学校の校舎を

使うことができれば、古くなった中央公民

館なり、もう診療所だって学校を使えば使

えますよね。そこに全部放り込めばここら

辺の、一応国道沿いですよね。中央公民館

も診療所も双葉保育所跡地も一番の一等地

なんですよね。町長が所信表明でおっしゃ

られてるように、いろいろな民間の事業者

さんがいろいろと出店していただいてます。

やはり行政のほうもそれを応援することを

考えると、やはりここの場所を役所、役場

施設、公共施設で置いておくというのは非

常にもったいない。やはりここら辺を全部

まとめて更地にして道の駅なんかっていう

ものを作るっていうことが非常に有効なの

かなと。道の駅も、ちっちゃい場所であっ

ても何の集客もないわけですよ。いろいろ

なとこから呼び込む、相当な、今の道の駅

ってすごい敷地でかいんですね。それくら

いの道の駅っていうことを考えると、そう

いった、ここら辺の国道沿いの、本庁舎を

含め、先ほど言った４施設の場所を使うと

いうことが非常に重要だと思ってますので、

ぜひとも早急に本庁舎の場所を中学校、小

学校の跡地のほうにもっていくっていうこ

との方向性を出さないと、その次のところ



 2－25 

が何も進んでいかないかと思いますので、

私が申し入れたこともちょっと頭に入れて、

公共施設の在り方というものを今後検討し

ていただけたらと思います。 

  以上で終わらせていただきます。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で、永並啓議員の質問を終わります。 

  暫時休憩いたします。再開は11時30分で

す。 

（午前11時24分 休憩） 

（午前11時26分 再開） 

○議長（管野英美子君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  秋元です。まずは町長、御当選おめでと

うございます。４年間健康第一にして頑張

ってください。 

  私、一番最後ですので、もうお尋ねした

いことはほかの議員さんたち聞いてますけ

ども、改めてちょっとお願いいたします。 

  今回、町政運営方針の中で10点、まちづ

くりに向けた基本的な考え方として挙げて

らっしゃいますけど、１番目、特に重要と

いった前から三つ目の１番目なんですけど、

具体的に民間事業所などとの連携により医

療、介護、福祉の見守りの体制を強化し、

誰もが安心して住み続けることができるま

ちづくりを進めますとしてますね。これは、

こちらのほうの去年作成しました豊能町総

合まちづくり計画、この中でもちょっとだ

け触れてますね。この50ページでは４点の

医療、介護、福祉、見守りではなくて、医

療と介護について一つに、高齢化50％に対

応した地域包括ケアシステムの構築、二つ

目に切れ目のない地域医療の構築を挙げて

ます。先ほど町長、医療に関しましては、

24時間駆けつけられる、そういった医療と

いうふうな感じで私は受け取らせていただ

いたんですけれども、まずこの町長の基本

的な考え方の中に、この豊能町総合まちづ

くり計画の50ページに触れている、これは

当然大前提になってるかと思うんですが、

まずこれ１点確認させてください。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  実は私、自分でこの政策を考えててずっ

と書きながら、後でそれ見たら同じことが

書いてあるなと、そういうイメージでもっ

てまして、前提といいますか思いは同じと

ころにあるということプラスアルファで進

めていけたらなと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  この地域包括ケアシステムってのはまた

一つの別な動きになるかと思うんですけど

も、これはこれでちょっときちっとまた今

後その進捗は聞かせていただきたいと思い

ますけれども、この以外に、四つのうちの

見守り、福祉、この２点なんですけど、見

守りに関しましては先ほど孤独な、１人に

させない、それから居場所作りとかってい

うふうなことを触れてらっしゃいましたの

で、多分そのことをおっしゃったのかなと

いうふうには受け取らせていただきました

けども、具体的にその居場所っていうのは

現在の豊能町で欠けている何かがあるかと

思ってお尋ねします。具体的に必要な施策

としてどのようなことを考えてらっしゃい

ますか、見守りに関して。単なる、質問の

焦点を合わせていただくと、見守りの居場

所づくりってことはどういうことかってこ
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とでお尋ねさせていただきますのでお願い

します。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  小森保健福祉部長。 

○保健福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  ２点あったのかなと思ってます。まず見

守りの件でございます。最近、私どもの町

につきましても、孤独死のケースが非常に

多くなってございます。これは一概に高齢

者の方だけではなく、障害者はもちろん、

我々と同じぐらい50代の方についても、最

近あったということもお聞きしてございま

す。これは何かと申し上げますと、町長が

申し上げてますとおり、地域とのつながり

がちょっと欠如しているのかなというふう

に思ってございます。平たく言えば地域の

方々の見守り、いわゆるおせっかいなケア

といいますか、そういうのも必要になって

くるかなと思います。ただ反面、そういう

孤独の方たちの考え方といたしまして、そ

ういうのを望まない方も中にはいらっしゃ

います。そこのコーディネートするのが

我々行政なのかなというふうに思ってござ

います。ですので今後、いろいろな、地域

で今も活動されている皆さんと連携をしな

がら、一人でもそういう方を起こさないま

ちづくり、ここのところを町長はおっしゃ

ってるのかなというふうに私ども感じてご

ざいます。 

  それともう１点は、すみません、居場所

づくりの件ですね。これにつきましては、

私ども、これは高齢者の方なんですけれど

も、外出、家に閉じ込もらないことを目標

に、地域の方例えば家でも結構なんですけ

れども、そこを定めていただきまして、地

域の高齢者が集まっていただく、いわゆる

居場所づくりにつきまして補助金を設置を

させていただいてます。この数年間、やは

りコロナの関係ございましたので、ちょっ

と活動も止まってるのかなと思うんですけ

れども、次年度から、特に５月以降、もう

ちょっと開けた感じで活動もしていただけ

るのかなと思いますので、新たなまた活動

の団体さんが増えるような、何か取組を私

どもも考えてみたいなと思ってございます。

これがいわゆる先ほどの孤立の阻止にもな

るかなというふうに思いますので、いろい

ろなことを連携させながら前に進めていき

たいなと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  これは要望で終わらせていただきますけ

ど、見守り、私もちょっとだけそういった

ボランティアに関わってますけど、非常に

声かけて、でも敬遠されます。ですから、

行政のほうから、こういうふうなサービス

がありますので、お声掛けがあったらぜひ

参加してくださいっていった、そういった

ものなどぜひ働きかけていただきたいと思

います。見ず知らずの私が言っても、行っ

てみようかとちょっとなかなか難しいもの

がありますので、これは要望で終わらせて

いただきます。 

  次に入らせていただきます。 

  ６番目、７ページですけども、事業所の

企業誘致などについて触れてらっしゃいま

すね。これはほかの議員も聞いてますけれ

ども、私自身ある事業所から頼まれて相談

を受けて、豊能町内でそれに見合った土地

を探したことがあったとき非常に難しかっ

た。それはなぜ難しいかって、200坪の土地

がまず見つからないということと、もしあ

ったとしても市街化調整区域、農業振興地

域、近郊緑地保全地域いろいろなものが重
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なって、もう御存じだと思いますね。これ

は本当に難しかったんですね。用途とか、

業種によっては可能かもしれませんけども、

町長、先ほどサービス業とおっしゃってま

したので、具体的に国道沿いのこともお話

されてましたね。国道沿いにサービス業の

ほかにどのような誘致を考えていらっしゃ

るのか、まずお尋ねします。サービス業以

外にどのようなことですかってことです。

あるいは国道以外にも考えてらっしゃいま

すかということです。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  企業いろいろありますけども、それ以外

にも店舗とか、住宅も含めての話なんです

けども、基本的には、その当該土地の関係

で、先ほど議員もおっしゃったとおり、各

種関係法令ございます。近郊緑地保全区域、

市街化調整区域もそうですけども、あと農

業振興地域等、農振農用地と呼ばれる農地

の関係ですけども、そういったものがあり

ますので、そういったものを最終的に全て

クリアしていかないと企業誘致もできない

ことになりますので、その当該地で関係法

令を遵守しながら、最終的なできることを

やっていくということですので、どれがで

きるかっていうのは当該地のできることが

限られてます。例えば近郊緑地保全区域で

いいますと、例えば戸知山がおおむね近郊

緑地保全区域にかかっております。そうい

った中では、できるものとなれば第二種工

作物といった形で、現況をそのまま使いな

がら、キャンプ場とか、例えば乗馬クラブ

みたいなものとか、そういったものを使い

ながらやっていくという形になろうかと思

います。ですのでその当該地の関係法令を

まず見て、その中でできることをやってい

くということになろうかと思います。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  私お聞きしたかったのは、ここまではっ

きりと、過去もありましたけども、企業誘

致という言葉を出していらっしゃるからそ

の手順としてね。もう豊能町に来てもらう

企業を先に探して、その企業のために何と

かして土地を探す、また法令があったらそ

こを何とかクリアできるような、そういっ

た動きをするのかなと。今お伺いしますと

そうじゃなくて、何かお話があってから、

さあ考えましょうかみたいに聞こえるんで

すが。何をまず第一に取り組もうとしてい

るのか。具体的にこの土地を生かしたいと

いうふうなそういう思いがあるのかどうか。

そういうことをお聞きしたかったんです。

よろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  すみません。お答えいたします。 

  現在、第３次都市計画マスタープランと

いうものを策定中でして、今週の実は金曜

日に都市計画審議会がありまして、その中

で承認いただくというのがまず前提にはな

るんですけども、先ほど町長のほうからも

ありましたとおり、国道筋等々で企業誘致

をしていきたいというお話があったと思い

ますが、その中で、審議会のほうで諮って

いくことになるんですけども、まずその国

道423号沿いとか477号沿い、あと府道の茨

木能勢線の一部とか、府道余野茨木線の一

部とか、府道余野車作線の一部とか、戸知

山とか吉川の花折街道沿い、そういったも

のの沿道沿いに企業誘致ができるような、
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開発ができるような、そういったものをま

ず下準備というか、というものを町のほう

で土台をまず作ると、まずそれができてお

りませんでしたので、まずそれを作ると。

その中で、大阪府の開発審査会等も諮って

いかないといけませんので、次年度そうい

ったものでまずは準備を整えるとといった

ところからまず進めていきたいというとこ

ろで考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  この24日ね、たしか審議がありますので

傍聴させていただこうと思ってますけども、

単純に期待していいかどうか分かりません

けど、市街化調整区域とか、それから農業

振興地域かなり網かかってますよね。こう

いったことは町の取組次第では外すことが

できるんですか。私はできるとも聞いてま

すし、そういったことがこの24日にある程

度示されるのかどうか、そこだけお尋ねし

ます。でなければちょっと企業誘致という

のは先に進まない話ですので、この１点だ

けお尋ねします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほども出ております市街化調整区域と

か農業振興地域、農振の用地とか、あと近

郊緑地保全区域、そういったものは議員も

御承知のとおり、それぞれ違った法律、法

の網がかぶっております。ですので例えば

市街化調整区域の中で何かしらものをやっ

ていこうとなれば、先ほどお話した都市計

画マスタープランに基づきまして、企業誘

致ができるようなゾーニングを承認いただ

くことにはなるんですけども。ただ、その

中でゾーニングをやっていく中で、できる

できないという範囲がありますので、近郊

緑地保全区域では先ほどお話したとおり、

できるものってのは限られてきますのでそ

の関係法令に遵守しながら、できる範囲の

中で、できることの企業さんを呼んできて

やっていくという、そういうふうな形にな

るかと思っております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ぜひ豊能町、どっかの企業が来てくれる

だろうってそういう待ちの姿勢ではなくて、

待ってるんじゃなくて、もうこの企業何が

何でも来ていただきたいという、ちょっと

大変な取組になるかもしれませんけれども、

ぜひそういった方向で考えていただきたい

と思います。町有地だけじゃなくて民有地

のこともありますので、そういうことも含

めてお願いいたします。 

  社会福祉協議会ですけど、これ転売を考

えていらっしゃるようですけども、例えば

こういうところでの事業所の誘致などは考

えていらっしゃるのかどうかお尋ねします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  仙波総務部長。 

○総務部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。 

  ときわ台にございます旧社会福祉協議会

の跡地につきましては、都市計画法の規定

によります第一種低層住居専用地域に当た

ります。この条件は、例えばですが一定条

件のもとで店舗付き住宅としての利用は可

能ですが、基本的にはいわゆる住宅用の土

地っていう位置づけになっております。し

たがってこの土地につきましては、いわゆ

る町の活性化に伴うそういう企業誘致の用

地としてはなかなか活用が難しいのではな



 2－29 

いかなと考えております。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  次に入ります。 

  令和８年度以降は学校が廃校になります

わね、いっぱい。先ほど永並議員のほうか

ら東能勢小学校の活用の仕方について提案

ありましたけど、私もほぼそれと同じ考え

です。それ以外に、学校の跡地をもう考え

ていかなくちゃいけませんので、職員の中

で専門チームを作るなどの、誘致を含めて、

そういった町の機構に対して町長どのよう

にお考えなのかお尋ねします。現在のまま

で進めていくにはまた非常に大変難しいし、

大変だと思いますので、その機構について

お尋ねします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃいますように、今の体制を

少しやっぱり変えて進めていくべきだと私

も思っておりまして、チームを作るかどう

かは別にいたしまして、先ほども申し上げ

ましたいろいろな課題がございます。その

課題を、しっかりと担当してくれる部長級

みたいなものを置きながら、それを中心に、

今後の取組方法についても検討してまいり

ながら、その点のところはそんなに時間を

かけず、皆さんのそのスピード感を持って

進めていけたらなと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  これは町長のあれですから、議員がどう

こう言うあれじゃないんです。ただ、いろ

いろな立場の意見を検討していただきたい

という意味でチーム的なもので今後取り組

んでいただきたいと思います。 

  次ですけども、農業の７番目に挙げてら

っしゃる、これに関しましては道の駅の、

前提とは言いませんでしたね、町長、たし

か。含めて考えていきたいと。ぜひそれを

考えていただきたいし、私自身はもう前回

の道の駅構想を作られてますからね。財政

かけてます、それこそ。それをやっぱり中

心に考えていただきたいし、24時間トイレ

とか駐車場、そこにもいろいろな問題があ

るかもしれませんけども、さっき言いまし

たように、道の駅の検索ですぐ豊能町が出

るような形でお願いしたいと思います。答

弁お願いいたします。 

○議長（管野英美子君） 

  答弁を求めます。 

  上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  先ほどの答弁にもさせていただきました

けれども、道の駅という名前をするかどう

かは別にいたしまして、志野の里が狭うご

ざいますし、いろいろな形で、農業振興、

観光振興、地域振興これがあいまって豊能

町の魅力発信になると思いますので、拠点

づくりについてはその整備の検討を前向き

に進めてまいりたいと思っております。よ

ろしくお願いします。 

○議長（管野英美子君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  これも要望です。道の駅の名前するかど

うかじゃなくて、国の道の駅の制度を利用

していただきたい。考えていただきたい。

それはぜひお願いしたいってことで、これ

で要望で終わらせていただきます。 

  以上をもって私の質問を終わらせていた
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だきます。 

○議長（管野英美子君） 

  以上で秋元美智子議員の質問を終わりま

す。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。本日はこれをもって散会いたし

ます。次回は３月22日午前９時30分より会

議を開きます。どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午前11時47分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

町長の所信表明に対する質問 
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